
 

 

 

NPO 法人 足尾鉱毒事件田中正造記念館 

開館

 

１４：３０   記念講演 講師 安在邦夫 氏  

 足尾鉱毒事件田中正造記念館開館２０年の歩みを顧みる  

― 今、改めて思う時代の木鐸・田中正造の思想と運動を学ぶ意義 ― 

 

［講師紹介］ 

安在 邦夫（あんざい くにお）1939 年、三重県生まれ。田中正造全集編纂委員会メンバーとして同全集第 2～5 巻

の編集を担当。現在全国自由民権研究顕彰連絡協議会顧問・江村栄一記念会会長 早稲田大学名誉教授。 

主な著書 『立憲改進党の活動と思想』（校倉書房）、『自由民権の再発見』（共著、日本経済評論社）他多数 

１６：30 （お茶会）どなたもご参加ください  

会場 文化会館１F 宴会場 会費２０００円    申し込み 原島・島野まで 

主催 NPO 法人 足尾鉱毒事件田中正造記念館 〒374-0023 群馬県館林市大手町６番５０号  

TEL0276-75-8000 FAX0276-75-8013    後援 館林市・館林市教育委員会 

戦後民主化が推進させた時期、優れた近代思想家、自由民権運動の指導者

として評価された田中正造は、公害問題が重大な社会問題として浮上した高度

経済成長期には、その原点たる足尾鉱毒事件における不屈のリーダーとして振

り返られ多様な角度から検証・顕彰された。また、谷中村廃村問題に際しては自

治・公共の視座から分析され、身を挺して闘った稀有な実践家として位置付け

られた。そして今、社会の木鐸・正造の言動の軌跡は、新にわれわれの導きの糸

として大きく浮上している。正造の研究・顕彰活動を牽引して来られた「NPO 法

人 足尾鉱毒事件田中正造記念館開館２０年の歩み」を顧みてその事績を讃え

ると共に、改めて正造の思想・運動を学ぶ意義に触れつつ、現在記念館がもつ

課題と展望について考える。                  安在邦夫 


